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特集＞＞＞　情報化施工

情報化施工の本格普及に向けた環境整備
レンタル機械の配備と今後の動向

小　薬　賢　一

わが国においても情報化施工という施工および管理手法が叫ばれてきて，ある部分では当たり前のよう
に言われてきてはいるが，まだ欧米に比べてその使用頻度は極端に少ない。これはその取り扱い方法が慣
れていないことと，初期投資の負担が大きい，発注者側に管理要領がまだ認識されきっていない，などが
あいまってなかなか進まないのが現状である。その中で施工者側の長期所有負担を軽減するため，取り扱
い指導をも含めた，レンタル機械の配備は不可欠である。正確な施工管理による品質の向上，品質の保証
を担保するためにも，大型工事のみならず，中小規模工事にも，その活用が求められる。
キーワード： 大手業者への支援，中小業者への支援，品質の確保，情報化施工の普及，当たり前に利用す

る施工道具

1．はじめに

土木，舗装工事の施工技法および管理手法としての
情報化施工技術は近年急速に浸透してきた。しかし，
欧米のそれに比べるとまだまだ立ち遅れている。これ
は今までのわが国における施工管理手法が，施工管理
要領などで事細かに丁寧に記載され，その要領にのっ
とって施工や管理を実施すれば，誰がやろうと大差な
く確実に実行できるようになっている。これはこれで
すばらしいことではあるが，施工の合理化による工期
の短縮化，品質の保証・担保が要求されてきている昨
今，施工者側，管理者側も，新たな施工手法，すなわ
ち情報化施工に対応した意識改革を，同時進行すべき
時が到来してきたとも言える。

2．情報化施工普及の問題点

情報化施工の良さは，その作業精度の良さ，施工管
理のよさにより，施工出来形すなわち品質も向上する。
しかし良いことは理解できても導入がまだ遅れている
のは，マシンコントロールまたはガイダンスに必要な
コントロール機器やコントロール機械のバルブ改造な
ど，イニシャルコストが掛かることや，施工管理や施
工コントロールにおいて測量知識がある技術者が必要
になることから，情報化施工への取り組みに対し，あ
る種の抵抗が生じていることも事実である。
しかし情報化施工を取り入れその利点を知ると，ど

んどん先へ進む，その差ははっきりと現れてくるが，
なかなか数字上でこうだと言い切れない部分があり，
少し長い目で見る必要もある。

3．利用状況

工事の形態状況によって情報化施工の使い分けも必
要になる。すなわちマシンガイダンスでよいか，マシ
ンコントロールができるか，品質確保のための管理シ
ステムとして使用するか，によってもその効率化が変
わってくる（表─ 1，図─ 1）。
情報化施工によるメリットは様々言われてきている
が，現状では新規設備投資を行っての急激な手法変更
はなかなか難しい。大手業者はそれなりのスケールメ
リットを生かし自社購入し施工効率を上げることも可
能かと思われるが，中小業者においては，初期の設備
投資および取り扱う技術者の教育，確保が負担となっ
てくる。ただ大手業者であっても，年中すべての機器
が稼動しているわけではないので，その購入機器セッ
ト数量も限界がある。大手業者におけるレンタル機械
の活用は，中小期の作業における不足を補い全体作業
に支障をきたさないようにする，また長期作業で利用
する場合でも継続性の見られないスポット工事などで
利用する。中小業者においては，その都度レンタル機
器を借り上げ，全体のバランスをとりやりくりしなが
ら効率的な仕事を行い，一工事あたりの作業効率を上
げ，トータル的に利益を確保するなど，等身大の施工
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手法を考えることとなる。将来的にレンタル業者は，
セットのレンタルにとどまらず，汎用性のある機器機
材，壊れやすい機器機材など，特定なブロック単位の
レンタルが主流になることも視野に入れ投資すべき資
材，機器を選択する必要がある。
現時点でのレンタル機器は，土工においてはGNSS

を用いての転圧管理やバックホーのガイダンス施工が
主体である。舗装工事においては，その仕上がり精度
のよさ機械施工や管理の容易さなど利点が多く急速に
浸透してきている。転圧管理，ブルドーザのマシンコ
ントロール，グレーダのマシンコントロール，アスファ
ルトフィニッシャのグレードコントロールなど，多岐
にわたって利用している。

4．レンタル業者の役割

レンタル業者の情報化施工への取り組みとしては，

通常のレンタル機器機材の貸し出しとは異なり，情報
化施工機器や機材は購入するに当たりイニシャルコス
トが多くかかる，使用することにより出てくるメリッ
ト，このことを的確に施工業者に伝えて，作業がスムー
スにできるようにするためのサポーターとしての役割
も担っていると思う。
そしてまた人材教育に充分な時間がとれるような大
手業者に対しては，不足資材機材の供給をする，すな
わち通常のレンタル手法である。しかし現況では，ま
だ事前調整のできる人材が不足している。中小業者に
おいてはいかばかりか推測できる。
大きなことを言えば，情報化施工の普及ということ
は，品質管理，施工管理の観点からも国家的利益，財
産の確保という面からも必要不可欠である。
新しいことは面倒という意識がまだ強く，広げるに
はもう少し時間がかかると思われる。そこで，情報化
施工がいかに有効か，優位性があるかを認識し，その
取り扱い手法を覚えて作業に取り入れられるような研
修が必要になる。㈳日本建設機械化協会では富士市に
ある施工技術総合研究所で人的育成を目的とした研修
会を実施している。研修会の出席者は施工業者や管理
者やメーカのみならず，レンタル業者も研修会に参加
し，導入を視野に入れ受講しすそ野を広げようとして
いる。
今現在，レンタルの状況は，大型工事に集中してい
るのでレンタル資材の不足は否めないが，情報化施工
導入の利点が理解されてくると，補修工事，改良工
事，中小型工事へとその使用範囲を広げていくはずで
ある。レンタル業者の取り扱い指導員は，情報化施工

位置管理機器
マシンガイダンス機器
（転圧管理含む）

マシンコントロール機器

3Dシステム

トータルステーション（TS）
GNSS 基地局
補正用レーザー発光器

受光プリズム装置
GNSS 受信装置
センサー関係
モニター（表示器）
一般作業用機械

受光プリズム装置
GNSS 受信装置
センサー関係
コントロールBOX（表示器）
油圧制御バルブ付機械

2Dシステム

レーザー発光器 受光装置
センサー関係
モニター（表示器）
一般作業用機械

受光装置
センサー関係
コントロールBOX（表示器）
油圧制御バルブ付機械

主たる作業用機械
　3Dガイダンス : バックホー，ブルドーザ，グレーダ，アスファルトフィニッシャ
　3Dコントロール : ブルドーザ，グレーダ，アスファルトフィニッシャ，スリップフォームペーバ
　転圧管理 : ローラ，ブルドーザ
　2Dガイダンス : ブルドーザ，グレーダ，アスファルトフィニッシャ
　2Dコントロール : ブルドーザ，グレーダ，アスファルトフィニッシャ

表─ 1　主な使用機器（装置ブロック別）

ＧＮＳＳ受信器 トータルステーション

受光プリズム ＧＮＳＳ受信器

ＧＮＳＳ基地局

図─ 1　各装置使用例
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機器の使用頻度が増し，当たり前に利用する施工道具
として扱っていく道しるべとなるよう，測器メーカと
重機メーカの間に立ち施工業者に啓蒙していくという
役割を担っている。レンタル機器機材のみの貸し出し
でまかなえるようになって，はじめて情報化施工時代
が到来し欧米中国に負けない工事施工および管理がで
きたと言えるようになるのではないだろうか。
レンタル業者は製造販売メーカと工事施工業者や工
事管理者の間に立ち，機械や機器の不足分を補填する
だけでなく，その取り扱い方法をも担保することで，
レンタルが成り立つ。すなわち，管理機器メーカであ
る測器メーカと施工機械を製造する重機メーカの間に
立ちお互いの作業を実行するだけではなく，施工業者
に対してもその取り扱いを教えるところまでを作業工
程に取り入れてないと，自社で機器を所有していない
業者が情報化施工を取り入れ，人的教育を行い育成で
きるまで時間がかかり広がりもないと思う。この仲立
ちをすることもレンタル業者の役割だと言える。

5．おわりに

情報化施工機器機材や管理機器は，使用にあたり
データ入力，事前測量，機器や機材の事前調整が必要
になるなど，貸出機械の費用だけでなく，その事前準
備費用も必要になる。それらの準備工をも含めて，誰
もが当たり前の施工ツール，管理ツールとして認識し，
先にも述べたとおり当たり前に使用する普通の施工道
具として扱うようになって，はじめて情報化施工時代
の到来といえる。そのサポート役としてレンタル業者
は大きな役割を担っているという自覚，自負をもって
行動していくものである。
 


